
ピストンリン

自重 11t である。(山本穣)

ピストンリングけんさくばん ピストンリ ン グ研削盤

(英) piston ring grinder ピ

ストンリングの両側面を研商IJ

仕上するために使用する，研

削盤であって，国鉄では蒸気

峻関車の γ リンダおよび弁室

のピストンリング加工用とし

て回転テ ー プル式立明平面研

ì~IJ盤が用いられている(写真

参照)。このリングはピスト γ

みぞ部にはめこまれて蒸気の

もれを防ぐものであるから，

その両側面の加工は高精度が要求

される。 本機は (\'f り線研問IJ盤と 同

じ電動機直結立型といし軸をもち，

テープノレは回転する!サ テープノレで，

その上蘭には電磁石をうめこんで

あるので，加工物はテー プノレに自

動的に吸引固定される。テープノレ

はまた 4 本ハンドルにより左右方

向に手動で動かされて，加工物の

着脱と研削位置ぎめとを行う。と

いし軸は上下に切込み運動が与え

一句~.

1. ピストンリ ン グ研削盤

2 ピス トン リ ング研円IJ位置

られ， リング幅の仕上り寸法が定められる。といしと加工物の

研首IJ位置は図示のとおりである。最大研削直径 800 mm ， 重量

5.5t である。(山本懐)

ひだかせん 日高線 日高本線と ， これから分岐する宮内線と

の総;称。線名は経過地日高国名からとった。(議悌寿)

ひだかほんせん 日高本線 室蘭本線苫小牧駅から太平洋沿

岸にそ っ て東南方に進み様似に~る 144.4 km の線。線路等級

は丙線(内寓川・様似間が簡易線)である。

この線は大正 2 ・ 10 ~やl、牧 ・ 富川悶，大正 13 ・ 9 箭川・厚質問，

大正 15 ・ 12 J手貨 ・静l付間， 昭和 8 ・ 12 静内 ・ 日高二石間， I両J1ド 1 0

月臼高三石・浦河問，同 12 ・ 8 浦河・様似聞と順次開通したも

ので，鉄道予定線苫小牧より鵡川， 日高国浦河，十勝国広尾を

経て，梢広に至る鉄道線の一部に該当している。(森悌寿)

ひたせん 日回線 日笹本線峡野駅から分岐して久大本線夜明

駅に至る延長 64 .7km の線と香春 ・ 伊国間 4 .0km の短絡線お

よび石田・ 東小倉問 6.5 km の貨物枝線を含む総営業キ ロ 75.2

km の線，日最線に鼠し線路等級は丙線である。 この線は現在

貨物校線となっている東小倉・石田聞を含む東小倉 ・ 添田聞が

大正 4・ 4 ・ l 小倉鉄道株式会社の手によって開通した。後この~

聞は昭和 1 8 .5 ・ 1 政府に民収され鹿児島線所隔の添削線となっ

た。 一方夜明 ・ 宝珠山間は鉄道敷設法別表 110 ノ 2 嗣岡県添比l

よ り大分県日間附近に至る鉄道の一部として IIfl和 12.8 ・ 22 開通，

昭和 21 ・ 9 ・ 20 大行司まで延長され， 彦山線と称していた。また

添回・ 彦山聞はl昭和 17. 8 ・ 25 出川線の一郎として開通した。そ

の後昭和 31 ・ 3 ・ 1 5 彦山 ・ 大行司問 12.1 km の未通区間が開通し ，

ここにようやく北九州工業地帯と中部九州地区を結ぶ短絡線が

形成され東小倉，夜明間が全通した。よ っ て彦山・大行司間開

通と同時に従来添回線，田川線， 彦山線とそれぞれの形態で迷

営されていた列車系統も改め東小倉・夜IYJ問を直通させること

とし線名 も東小倉 ・ 夜明間を日凶線としたものである。しかし

ながら日回線東小倉駅は会社線の駅であ っ た関係もあ っ て設備

上 日回線の旅客列車は鹿児島本線に直通する ことができず日凶

線から鹿島本線方問への旅客はすべて東小倉駅から小倉駅また

は門言j駅まで徒歩または両日本鉄道線によ って連絡してレる状

態で旅客の不便も少なくないので石岡駅から日製本線の城野駅

に毛る短絡線を設け日回線旅客列車を城野駅経由で鹿児島本線

に直通できるようにした。この石国・滅野聞の短絡線はi昭和 3 1 ・

11 ・ 19 開通したので，日回線は現行の城野・夜明間および石田 ・

東小倉間貨物校線とし，その所属を日豊線としたものである。

その後さらに小倉・門司 hi(li と伊凶・後藤寺 JjI(li との交通の幸IJ

使を閃るため昭和 32 ・ 10 ・ 1 呑存 ・ 伊問問の短絡線が開通 し ， 裂

前日 BI似の滅型f ・ 夜 IYJJHli在i亜旅客列車はすべてこの短絡線およ

びf1 1川線 tJl凶 ・ 添削聞紙111 で巡転されている。 (厳悌舟)

ひだちてんてつ 目立電鉄

1 事業者の概主主

名称 目立電鉄株式会紅，本社 茨城県目立 rli助川，資本金

5,300 Ji I'J，おもな '}r業地 Jj鉄道業のほか一般乗合旅客向動車

運送事業路線 195km。鉄泊従業員 134 人， 保-ñ車両，電動客

車 10，客車 3 ， ltHiJJ貨車 2，緩急車 3，貨車 5 雨。

沿革 大正 1 1 ・ 11 1炎城県の常北点;川 ・ 大捷聞の鉄道敷設免許

を受け， II(~和 2 ・7fR 北71!気鉄j色株式会社を設立，同 3 ・ 1 2 営業

開始した。 11(1和 1 9 ・ 7 現イLの社名仁変更して今 日に至る。

2 地)j鉄道 1=士-............t 。主宇
1 1目立電鉄線l

線(開業線) I ~一一一一一」

淡城県下にお| 拭 晴疎

いて常磐線大~

駅に連絡し，常;

北太凶 ・ 鮎川間

1 8 km の単線，

動力は電気，軌

間は1.067m で

旅客 ・ 貨物運紛 r!.
の鉄道である。 I p 山戸時F民

常北太凶・大~間 1 1. 5 km は大正 11 ・ 11 ・ 16 !i(:れ， 11(1和 3 ・ 12 ・ 27

大褒 ・ 久慈沢間 2.1km ，同 4 ・ 7 ・ 3 久悠浜・常北太HI間 9.4km をそ

れぞれ遼愉開始した。大褒 ・鮎川間 6.5km f:t.lI~和 17 ・ 5 ・ 22 免許，

同 22 ・ 9 ・ 1 開業した。

(未成線) 鮎川・目立市悶 3.1km 動力は電気，軌聞は1.067

m で昭和 17 ・ 5 ・ 22 免許を受けた工事施行未認可線である。

3 沿線の観光地 河原子海水浴場(河原子駅)，閉山荘，国

宝佐竹寺(常北太田駅)。

4 運愉概況

FTとと i昭和1 28 29 30 

旅客峨送人員(千人) 2.952 2.966 3,014 

人 キ ロ(千) 16.638 16,953 17,228 

貨物愉送 ト ン数(千 t) 15 11 12 

ト ンキ ロ(千) 93 79 99 

旅客収入(千円) 41.579 41.722 41.561 

貨物収入( ，， ) 3,104 2,244 2,175 

週1 愉雑収( ，， ) 369 312 337 

収入合計(，，) 45.052 44,278 44.073 

営 業 費 c ，，) 48.029 48,513 49,977 

営 業利益( ，， ) ム 2 ，977 ム 4 ，235 ム 5，904

営業係数(% ) 107 110 110 

( i昔、村幹雄)

ひちょくつうせん 非直通線 一般的には相互に車両の直通

運用のできない鉄道または軌泌をいうが，現行制度上では，連
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